
Ⅰ．はじめに

　マキ科樹木は世界で１９属１７５種が知られており，その

ほとんどは南半球に分布し，北半球には東南アジアから

東アジアにかけてとメキシコに分布する数属だけで，そ

の分布域の中心も南半球にあり，我が国にはイヌマキ

Podocarpus macrophyllus D．Don，ラカンマキ P． ma-

crophyllus var．chinensis Zoll．et Moritzi，ナギ P． nagi

Zoll．et Moritzi が自生している（13）。

　マキ科樹木は世界中で主に材として利用されているが，

イヌマキはシロアリ食害に強い材であることから，沖縄

県においては琉球王朝時代に材が税金として献納された

ことも知られている（3）。

　沖縄県石垣市では２８００ha もの植林地を有し（9），イ

ヌマキの植林事業も盛んに行っているが，イヌマキの生

育速度が遅いことから計画的な材生産体系が確立されて

いない。しかし近年では公園木や街路樹として利用され

るようになってきた。

　イヌマキの様な雌雄異株植物は雌雄により含有成分や

外部形態が異なる（2，12）ことから利用される個体の

性判別が重要な意味を持っている場合が多く，イチョウ

Ginkgo biloba L．の街路樹では，銀杏が異臭を発する

ことから雄株を植栽する事が望まれる反面，季節を象徴

する食材としては雌株の植栽を望む場合がある。

　樹木は実際に利用できる樹齢になるまでに長期を要す

ることから，早期の性判別が重要視されイチョウでも性

染色体の存在に関する研究や外部形態を観察する研究な

ど雌雄判別の手段を探る研究が進められている（1，2，4，

12）。

　著者らはこれまでにイヌマキ，ラカンマキ，ナギの核

型分析により，雌雄の染色体数が異なること（イヌマキ

とラカンマキは雌株２n=３８，雄株２n=３７，ナギは雌株

２n=２６，雄株２n=２５），雄株に大型の染色体が１本存在

することを報告した（5，6，7）。しかし，これまでにイ

ヌマキ雌雄による外部形態の比較や生育特性についての

調査がなされていないことから，今回，イヌマキの材生

産体系確立の基礎として生育特性を明らかにすることを

目的に，外部形態観察の容易な２８年生街路樹を用いて，

イチョウで報告されている（1，2，4，11）ような雌雄

の外部形態の比較を試みた。

　調査に際して調査許可を下さった石垣市の大濱長照市

長並びに街路樹を管理している石垣市経済部みどり推進

課の黒島良雄課長補佐はじめ経済部の職員の皆様にお礼

申し上げます。

Ⅱ．材料および方法

　調査対象の街路樹は，沖縄県石垣市の市道，通称「桃

林寺西通り」に植栽されたイヌマキ１１１本である（写真

－１）。１１１本のイヌマキは石垣市第２苗畑で１９７２年に播

種され，１９７５年に沖縄県の公共事業の一環として植栽さ

れた２８年生の個体である。

　調査に際し桃林寺西通りを図－１に示したように南西

区（No．１～１１），中西区（No．１２～３０），北西区（No．３１

～４７），北東区（No．４８～７５），中東区（No．７６～９６），

南東区（No．９７～１１１）の６区画に分け，地盤高を測定

した。

　生育環境の調査として各個体根元の土壌 pHと土壌湿

度を土壌酸湿度計（㈱竹村電機製作所）を用いて測定し

た。

　イヌマキの雌雄の判別は，４月～６月の開花確認によ

り行った。雌雄の形態比較の要素として，葉の形態，葉

緑素量，樹高，胸高直径を測定した。

　葉の計測は各個体からランダムに葉を１０枚サンプリン

グし，葉長と葉幅はノギスで，葉緑素量は葉緑素測定装
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置（ミノルタ）によって測定した。樹高はアリダード測

高器を用い，胸高直径は幹の円周をメジャーで測定し，

その値を基に直径を算出した。それぞれの測定値の統計

処理にはｔ検定を用い，p＜０．０５を有意と見なした。

Ⅲ．結果と考察

　（１）桃林寺西通り街路樹の生育環境

　街路樹の植栽された市道は南北に伸び，南側が埋め立

て前の海岸線境界の砂を主体とした土壌で，北側は赤土

を主体とした小高い丘となり標高差が１１．５ｍとなってい

た（図－１Ａ・Ｂ）。

　土壌 pHは５．１～７．０の範囲にあり，南北では南が

pH６．０前後，北が pH６．６前後と北側が高い値を示してい

た。また，東西で比較してみるとほとんど同じ pH値を

示していた（図－１Ｃ）。

　土壌湿度は下水道施設の関係で３ヶ所高い場所があっ

たがほとんどが０．１～０．２であった（図－１D）。

　（２）性比

　桃林寺西通り街路樹の雌株：雄株の数は表－１に示し

た。本調査対象の街路樹は，全体で５３：５８でほぼ１：１

の性比であった。

　（３）葉長葉幅比と葉緑素量

　葉長に対する葉幅の比率は雌株が０．１３±０．０３，雄株が

０．１２±０．０２であり雌雄間には有意差が見られなかった

（図－２，表－２）。

　また，葉緑素量は雌株が６１．９４±９．４８，雄株が６５．０２±

１０．１１であり雌雄間には有意差は見られなかった（図－３，

表－２）。

　葉長葉幅比と葉緑素量で雌雄間に有意差が見られな

かったことから葉の形態や葉の色では雌雄が判別できな

いことが判った。

　（４）胸高直径と樹高

　胸高直径は，雌株が１２．９３±３．７１cm，雄株が１６．４４±

５．１７cmで雄株の方が雌株に比べ大きい値を示しており，

雄雌間では有意な差が見られた（図－４，表－２）。

　樹高は，雌株が４．０８±０．５８m，雄株が４．３３±０．５８mで，

雌雄間で有意な差が見られた（図－５，表－２）。

　今回の結果で胸高直径と樹高のみで有意差が見られた

（表－２）ことから，イヌマキの場合，ある程度の樹齢

になると雌雄判別の要素として胸高直径と樹高が指標と

して用いられる可能性がある。

　しかし，雌雄異株の樹木に代表されるイチョウではこ

れまでに性染色体の存在や雌雄による外部形態の違いな

どが報告されていたが，１９９９年の山東ら（11）の報告

によって，雌雄の核型と外部形態に差が観られないこと

が報告されており，イヌマキについても初期から１０年間

隔などいくつかの樹齢で雌雄の比較を試みる必要がある。

　また，石垣島における樹木の生長として民家に植栽さ

れたヤエヤマシタン（8）と露地植えマンゴー（10）で

は，胸高直径は年々安定した生長が観られるが，樹高が

５～７mになると伸長生長は緩やかになる傾向が観ら

れる。このような場合，多くは自然環境要因に左右され

る場合が考えられているが，今回調査したイヌマキの街

路樹が周辺の建物などによって生育が抑制されているこ

とも考えられるため，ほかの街路樹や建物の影響を受け

ない植林地などでも生育調査を行う必要があると考えら

れる。
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写真－１　街路樹の風景（北区，中区，南区の状況）

図－１　桃林寺西通り街路樹の生育環境
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図－２　葉長葉幅比の比較

図－３　葉緑素量の比較

図－４　胸高直径の比較

図－５　樹高の比較

図－６　樹高と胸高直径による比較

表－２　イヌマキにおける外部形態の雌雄差

有意差オス（n=５８）西メス（n=５３）形　　質

p＜０．０５１６．４４±５．１７１２．９３± ３．７１胸高直径（ｃｍ）

p＜０．０５４．３３± ０．５８４．０８± ０．５８樹高（ｍ）

―０．１２±０．０２０．１３± ０．０３葉長葉幅比

―６５．０２±１０．１１６１．９４±９．４８葉緑素量（葉緑素計の読み値）

表－１　イヌマキ街路樹の各区の性比

南北計東西

１８：２７１０：１８８：９北

２０：２０１１：１０９：１０中

１５：１１９：６６：５南

３０：３４２３：２４東西計

（雌：雄）５３：５８総合計


